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と よ し ん景況調査 

《 調査要領》  

調査対象時期  平成２ １ 年  ４  月 ～ ６  月   実 績    

              平成２ １ 年  ７  月 ～ ９  月   見通し  

 

調                  査                  方               法 聞き取り ア ン ケート 調査 

                 

調査対象企業の内容
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Ｄ    Ｉ   の          推         移 

＜業  況＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期 

業 種   

平成 20年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し  
  

総 合 ▲10. 8 

 
▲11. 1 ▲32. 5 ▲32. 5 ▲40. 2 ▲25. 7 

 
↑ 

製 造 業 ▲10. 7       

▲4. 7 
▲15. 3 ▲57. 4 ▲57. 4 ▲59. 3 ▲42. 1 ↑ 

卸 売 業 ▲6. 6 ▲1. 6 ▲30. 2 ▲30. 2 ▲35. 4 ▲20. 0 

10. 5 
↑ 

小 売 業 ▲8. 8 ▲10. 2 ▲25. 5 ▲25. 5 ▲25. 9 ▲13. 8 ↑ 
サ ー ビ ス 業 ▲2. 8 0. 0 ▲25. 5 ▲25. 5 ▲27. 9 ▲14. 4 ↑ 
建 設 業 ▲20. 0 ▲19. 1 ▲31. 0 ▲31. 0 ▲48. 1 ▲35. 8 ↑ 

＜売  上＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し   

総 合 1. 4 ▲4. 1 ▲1. 0 ▲29. 5 ▲39. 9 ▲21. 0 ↑ 

製 造 業 4. 2 ▲6. 4 ▲11. 7 ▲58. 2 ▲60. 7 ▲40. 7 ↑ 
卸 売 業 7. 0 3. 3 19. 4 ▲23. 8 ▲27. 7 ▲10. 8 ↑ 
小 売 業 ▲3. 6 1. 8 1. 7 ▲27. 5 ▲20. 7 0. 0 ↑ 
サ ー ビ ス 業 16. 8 1. 9 ▲1. 0 ▲20. 6 ▲30. 1 ▲15. 5 ↑ 
建 設 業 ▲19. 8 ▲9. 0 ▲8. 2 ▲25. 7 ▲50. 0 ▲33. 0 ↑ 

＜収  益＞     （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

4～6月 
7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 

7～9月 

見通し   

総 合 ▲13. 0 ▲16. 1 ▲9. 8 ▲30. 5 ▲37. 4 ▲25. 4 ↑ 

製 造 業 ▲12. 0 ▲22. 9 ▲19. 7 ▲48. 9 ▲58. 3 ▲43. 8 ↑ 
卸 売 業 ▲21. 1 ▲11. 5 ▲3. 2 ▲33. 3 ▲24. 6 ▲20. 0 ↑ 
小 売 業 ▲7. 1 ▲7. 0 ▲1. 7 ▲31. 4 ▲25. 9 ▲3. 4 ↑ 
サ ー ビ ス 業 9. 9 ▲1. 9 ▲4. 0 ▲27. 5 ▲26. 0 ▲15. 4 ↑ 
建 設 業 ▲35. 8 ▲23. 0 ▲19. 1 ▲27. 4 ▲43. 4 ▲32. 1 ↑ 

 

調査対象企業  当金庫取引先 587 社 

   

分               析               方                 法 

 各質問項目で ｢増加(上昇) ｣し た と

す る 企業が全体に 占め る 構成比と 、

「 減少(下降) 」 し た と する企業の構成

比と の差(Ｄ Ｉ ・ 判断指数)を中心に  

分析し ていま す。  
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総   合 
 

当期（ ４ ～６ 月） は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲７ ． ７ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲１ ０ ． ４ ポイ ン

ト 、収益Ｄ Ｉ ▲６ ．９ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ においてさ ら に低下を示し た。来期見通し（ ７

～９ 月） は、 全てのＤ Ｉ において上昇を示し ている 。  

 業種別に見る と 、 製造業では、 自動車関連を中心に、 昨年秋以降の受注減少が顕著と な

り 、 ５ 月頃から 受注が上向く と の予測も あっ たが、 ハイ ブ リ ッ ド 車関連以外は受注の低迷

が続いている 。  

卸売業では、 ア ウ ト ド ア レ ジャ ー関連を除いて売上の減少が続いている 。 売上回復の要

因は少なく 、 さ ら なる在庫管理と コ ス ト 意識の徹底が必要と なっ ている 。  

小売業では、 自動車販売は、 ハイ ブ リ ッ ド 車のみが好調で、 大型・ 高級・ 商用車を中心

に低迷し ている 。 軽自動車は横ばい推移と なっ ている 。  

サービ ス業では、 ホテル・ 旅館業は、 新型イ ン フ ルエ ン ザの影響等によ る イ ベン ト の中

止も あり 、 東京・ 大阪の中間地点と し て需要のあっ た当地区のホテル・ 旅館の売上は大幅

な減少と なっ ている 。  

 建設業では、 公共工事は、 民間工事の受注が低迷し ている ため入札業者が増加し 、 単価

の引下げを招き 、 ま た民間工事も企業の設備投資抑制によ り 、 厳し い状況が続いている 。  

過去10年間の 推移（季節調整値）
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業況・売上・収益の推移＜総合＞
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